
フロントライン  腫瘍生物学

月曜日 抄読会

金曜日 プログレスレポート

論文や教科書を読む抄読会をZOOMで開催
しています。
興味があれば、お気軽にご参加ください。

担当者が研究の進捗状態を発表します。
内容について質問をしたりディスカッション
をすることで研究の問題点や今後の方針を
明確にします。

我々が発見した非翻訳RNA 
TUG1は、がん細胞でDNA
損傷を修復する
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研究テーマ

細胞内外の制御因子が、どのようにがんの病態形成
に関与するのか？

• 長鎖非翻訳RNA
• 線維芽細胞
• 細菌感染

がん組織に細菌が
感染している様子

がん

がん細胞を取り囲む
線維芽細胞ががんの
増殖を促進する

線維芽細胞
1 μm 200 μm

がんの治療につながる
革新的アプローチを発見する！

研究室メンバー


	スライド 1

